
公
益
社
団
法
人
日
光
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

歴
史
と
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
日
光
杉
並
木
。こ
の
街
道

が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
か
、ど
ん
な
歴
史
を

紡
い
で
き
た
か
を
私
た
ち
が
説
明
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
日
光
で
暮
ら
す
経
験
豊
富
な
シ
ル

バ
ー
ガ
イ
ド
で
す
。
日
光
に
来
て
時
間
に
余
裕
が
あ

り
ま
し
た
ら
こ
の
古
い
杉
並
木
を
ご
一
緒
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Le
t'
s 
go
 n
at
ur
e&
hi
st
ri
ca
l 
ex
pe
ri
en
ce
！

1
杉
並
木
散
策
コ
ー
ス

市
縁
ひ
ろ
ば
⇒
杉
並
木
公
園
⇒
砲
弾
打
ち
込
み
杉

02
88
- 2
2-
51
68

02
88
- 2
2-
51
67

ni
kk
o.
sc
.h
on
bu
@
rh
yt
hm
.o
cn
.n
e.
jp

ht
tp
:/
/w
w
w
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ik
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sc
.c
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/

杉
並
木
&
日
光
だ
い
や
川
公
園
コ
ー
ス

杉
並
木
公
園
⇒
日
光
だ
い
や
川
公
園（
ミ
ニ
東
照
宮
、体
験
館
）

今
市
街
な
か
史
跡
コ
ー
ス

報
徳
仕
法
農
家
⇒
二
宮
尊
徳
記
念
館
⇒
報
徳
二
宮
神
社

「
関
東
の
奥
座
敷
」
と
も
言
わ
れ
る
鬼
怒
川
温
泉
に

は
、温
泉
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外

に
も
、ま
だ
ま
だ
注
目
す
べ
き
名
所
・
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
鬼
怒
楯
岩
大
吊
橋
か

ら
展
望
台
ま
で
の
名
勝
「
楯
岩
」
を
巡
る
当
コ
ー
ス

は
、特
製
の
御
朱
印
も
い
た
だ
け
る
ご
利
益
コ
ー

ス
。

楯
岩
鬼
怒
姫
神
社
で
ぜ
ひ
お
参
り
を
。

鬼
怒
川
温
泉
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

男
鹿
川
と
鬼
怒
川
が
合
流
す
る
山
間
に
あ
る
川
治

温
泉
は
、昔
か
ら
「
傷
は
川
治
、火
傷
は
滝
（
鬼
怒

川
）」
と
言
わ
れ
、湯
治
目
的
の
利
用
客
も
多
か
っ

た
、静
か
な
温
泉
郷
で
す
。

温
泉
街
を
ひ
と
巡
り
で
き
る
街
中
散
策
コ
ー
ス
と
、

健
脚
の
方
向
け
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し

て
お
り
、小
さ
な
街
で
大
き
な
発
見
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

1
歴
史
探
訪
コ
ー
ス（
所
要
約
1時
間
20
分
）

※
通
年

絶
景
満
喫
コ
ー
ス（
所
要
約
3時
間
）

※
ハ
イ
キ
ン
グ
、1
2月
～
3月
は
休
止
 

02
88
- 2
2-
15
25
（
代
表
）

02
88
- 7
7-
02
01

ht
tp
:/
/n
ik
ko
-k
an
ko
u.
or
g

川
治
温
泉
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

通
訳
ガ
イ
ド
協
会
(T
V
IG
A
)

外
国
人
観
光
客
対
象
に
参
道
（
境
内
）
か
ら
の
日

光
2社
1寺
の
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
英
語
ガ
イ
ド
を
実
施
。

1
世
界
遺
産
日
光
の
2社
1寺

日
光
観
光
協
会
日
光
支
部
内
T
V
IG
A
事
務
局

（
02
88
- 5
4-
 2
49
7）

東
武
日
光
駅
と
JR
日
光
駅
の
観
光
案
内
所
で
外

国
人
へ
の
接
遇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
対
象
に
英

会
話
教
室
を
開
い
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ま
た
、日
光
の
世
界
遺
産
地
区
な
ど
の
区
域
で
英
語

を
中
心
に
外
国
人
向
け
に
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
向
け
に
は
英
会
話
教
室
の
生
徒
さ
ん
や
、

中
学
生
、高
校
生
向
け
に
や
さ
し
い
英
語
で
東
武

日
光
駅
か
ら
世
界
遺
産
地
区
の
外
観
を
ガ
イ
ド
し

ま
す
。  t
om
to
n0
9@
lio
n.
oc
n.
ne
.jp
 

1 2

世
界
遺
産
コ
ー
ス

田
母
沢
御
用
邸
コ
ー
ス

日
光
SG
G
ク
ラ
ブ

日
光
を
愛
す
る
部
員
達
が
、日
光
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ

る
ツ
ア
ー
で
、も
う
ひ
と
つ
の
日
光
を
わ
か
り
や
す

く
楽
し
く
紹
介
し
ま
す
。

1 2

日
光
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
  2
時
間

「
日
光
の
ル
ー
ツ
の
場
所
」を
巡
り
ま
す
。

滝
尾
コ
ー
ス
  3
時
間

日
光
三
社
権
現
の
一
つ
滝
尾
神
社
、

鳥
居
で
運
試
し
が
で
き
ま
す
。

3
憾
満
コ
ー
ス
  3
時
間

何
度
数
え
て
も
合
わ
な
い
と
い
う
化
け
地
蔵
を

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
光
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
倶
楽
部

ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト

日
光
市
川
治
温
泉
を
拠
点
に
、カ
ヌ
ー
・
SU
P
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
鬼
怒
川
・
奥
鬼
怒
エ
リ
ア
に
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

2 3

カ
ヌ
ー
・
SU
P
体
験
ツ
ア
ー（
川
治
温
泉
）

02
88
- 7
8-
11
77

02
88
- 7
8-
11
78

in
fo
@
na
tu
re
-p
la
ne
t.
co
m

ht
tp
:/
/n
at
ur
e-
pl
an
et
.c
om
/

ダ
ム
見
学
ツ
ア
ー

ア
ウ
ト
ド
ア
女
子
会（
そ
と
×
女
子
ス
タ
イ
ル
♪
）

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！！

滝
壺
に
飛
び
込
ん
だ
り
滝
を
滑
っ
た
り
、ガ
イ
ド
の

ジ
ャ
ン
ボ
が
ス
リ
リ
ン
グ
な
日
光
の
大
自
然
へ
ご
案

内
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
初
心
者
で
も
O
K
。

1
日
光
国
立
公
園
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
 半
日
コ
ー
ス

09
0-
92
95
- 0
24
8

in
fo
@
ni
kk
o-
ju
m
bo
.c
om

ni
kk
o-
ju
m
bo
.c
om

N
ik
ko
Ju
m
bo
(日
光
ジ
ャ
ン
ボ
)

O
ne
 P
la
y-
it（
ワ
ン
プ
レ
イ
ト
）

1日
光
と
い
う
大
き
な
器
の
な
か
で
人
と
自
然
を
つ
な

ぎ
、人
を
笑
顔
に
し
た
い
。
そ
ん
な
想
い
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

「
少
人
数
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
。
ガ
イ
ド
、お
客
様
も

お
互
い
に
手
の
届
く
、気
の
届
く
サ
ー
ビ
ス
を
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
春
夏
秋
冬
そ
の
時
期
に
し
か
体
感
で
き

な
い
お
ス
ス
メ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
ご
案
内
し
ま

す
。

2

中
禅
寺
湖
ト
レ
ッ
ク
＆
パ
ッ
ク
ラ
フ
ト
ツ
ア
ー

09
0-
55
32
- 4
95
3

02
88
- 5
3-
33
79

m
ur
o@
on
ep
la
yi
t.
co
m

ht
tp
s:
//
on
ep
la
yi
t.
co
m
/

日
光
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ツ
ア
ー

安
全
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ア
ー
の
提
供
を
モ
ッ
ト
ー
に

元
カ
ヤ
ッ
ク
日
本
代
表
が
メ
イ
ン
ガ
イ
ド
と
し
て
お
客

様
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

20
0
4
年
の
開
業
以
来
、傷
害
保
険
適
用
者
0名
と
い

う
驚
異
の
リ
ス
ク
管
理
を
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
信
頼
に
基
づ
き
河
川
財
団
の
主
催
事
業
の
指
導

協
力
や
教
育
旅
行
受
け
入
れ
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、

全
国
的
に
も
信
頼
あ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
会
社
と
し
て
認
知

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
各
ツ
ア
ー
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

02
88
- 7
7-
20
30

02
88
- 7
6-
10
90

tk
c@
tk
cn
et
.jp

ht
tp
:/
/w
w
w
.t
kc
ne
t.
jp
/

鬼
怒
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

奥
鬼
怒
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
＆
雪
見
風
呂
ツ
ア
ー

中
禅
寺
湖
カ
ヌ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク

日
光
那
須
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ビ
ス
/

栃
木
カ
ヤ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

活
気
あ
る
鉱
山
の
遺
構
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。
閉
山
に
よ
り
人
々
が
い
な
く
な
り
自

然
豊
か
な
足
尾
を
あ
り
の
ま
ま
紹
介
し
、体
験
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
科
書
に

載
っ
て
い
な
い
足
尾
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

02
88
- 9
3-
39
56
（
昼
間
09
0-
30
46
- 4
38
4）

02
88
- 9
3-
27
69

Iy
am
ad
a9
@
gm
ai
l.
co
m（
代
表
）

ht
tp
s:
//
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ko
.c
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/

fr
ee
/a
sh
io
m
ar
ug
ot
o

1 2 3

ト
ロ
道
歩
き（
間
藤
～
通
洞
）２
時
間

は
げ
山
か
ら
森
林
へ（
間
藤
～
松
木
）２
.５
時
間

わ
鐵
と
廃
線
（
間
藤
～
赤
倉
）２
時
間

足
尾
ま
る
ご
と
井
戸
端
会
議

日
光
の
玄
関
口
・
門
前
町
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
“ま

ち
づ
く
り
”
事
業
に
取
り
組
む
N
P
O
で
す
。
ま
ち
な

か
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
め
ぐ
る
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
「
日
光
ぶ
ら
り
」
も
そ
の
一
つ
。
こ
の
道
が
曲

が
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
？
街
路
灯
の
あ
の
マ
ー
ク
は

何
？
な
ぜ
あ
の
幕
末
の
偉
人
の
銅
像
が
日
光
に
？
…

謎
や
秘
密
で
溢
れ
る
、世
界
遺
産
・
日
光
の
社
寺
を

支
え
る
門
前
町
。
微
か
に
残
る
痕
跡
や
地
形
な
ど
を

頼
り
に
、個
性
豊
か
な
地
元
ガ
イ
ド
と
知
ら
れ
ざ
る
日

光
を
歩
い
て
謎
解
き
探
検
を
！

2N
P
O
法
人
日
光
門
前
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
あ
る
き

13
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

11
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

14
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

12
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

15
16

17
ま
ち
あ
る
き

18
19

ま
ち
あ
る
き

2
0

ま
ち
あ
る
き

2
1

2
2

ま
ち
あ
る
き

ま
ち
あ
る
き

1
【
基
本
コ
ー
ス
】日
光
の
“け
っ
こ
う
”を
全
部
乗

せ
！
コ
ー
ス
～
東
町
・
西
町
各
コ
ー
ス
～

【
オ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
】オ
ー
ダ
ー
ぶ
ら
り
～
お
客

様
の
ご
要
望
に
応
じ
て
仕
立
て
る
特
別
コ
ー
ス
～

09
0-
28
76
- 3
69
5 
ま
た
は
 0
80
- 4
33
9-
33
98

02
88
-5
4-
20
32

ni
kk
ob
ur
ar
i@
gm
ai
l.
co
m

ht
tp
:/
/w
w
w
.n
po
-n
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ko
.jp
/

2

ま
ち
あ
る
き

鬼
怒
楯
岩
コ
ー
ス（
所
要
約
2時
間
）

＋
御
朱
印
付
き（
楯
岩
鬼
怒
姫
神
社
）

02
88
- 2
2-
15
25
（
代
表
）

02
88
- 7
7-
02
01

ht
tp
:/
/n
ik
ko
-k
an
ko
u.
or
g

ま
ち
あ
る
き

02
88
- 2
2-
15
25

02
88
- 5
4-
24
95
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o-
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w
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鬼
怒
川
・
川
治

奥
日
光

栗
山

鬼
怒
川
・
川
治

鬼
怒
川
・
川
治

鬼
怒
川
・
川
治

足
尾

日
光

日
光

日
光

日
光

日
光

日
光

栗
山

今
市

1 2 3

1

1

2 3


